
13 － 25
18 － 6
12 － 14
15 － 20

－

主審 副審

No. 点 3P 2P FT Ｆ No. 点 3P 2P FT Ｆ
◎ 4 14 4 0 2 2 ◎ 4 19 3 4 2 1
○ 5 2 0 1 0 2 ○ 5 13 3 1 2 2

6 0 0 0 0 0 ○ 6 23 0 10 3 4
○ 7 21 0 9 3 4 ○ 7 6 0 2 2 3
○ 8 2 0 1 0 2 ○ 8 2 0 1 0 0

9 7 1 2 0 2 9 0 0 0 0 0
○ 10 10 0 5 0 4 10 0 0 0 0 0

11 0 0 0 0 1 11 0 0 0 0 0
12 0 0 0 0 0 12 2 0 1 0 0
13 0 0 0 0 0 13 0 0 0 0 0
14 2 0 1 0 0 14 0 0 0 0 0
15 0 0 0 0 0 15 0 0 0 0 0
16 16
17 17
18 18

58 5 19 5 65 6 19 9
○はスターター（◎はキャプテン）　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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記載者 福田哲也 （所属）佐賀県バスケットボール協会

　キャプテンがチームを統率し、前評判通りに勝ち上がった実力校同士の対戦。神戸科学技術が、＃６浦の活躍
で準々決勝に進んだ。第１Ｐ、先に流れを掴んだのは神戸科学技術。速いパス回しから＃４道原、＃５黒川が
次々にシュートを決める。一方、飛龍はローポストで攻めるが活路を見出せない。13対25神戸科学技術のリード
で終了する。第２Ｐ、飛龍のディフェンスは1－3－1ゾーンプレス。これがあたり、飛龍ペースに変わる。＃９
杉本のゴール下シュートなどで徐々に差を縮める。神戸科学技術は24秒オーバータイムを連続するなど６分間で
２得点。リズムを取り戻せないまま、ついに同点に追いつかれる。後半は、両チームとも外からのシュートが決
まらない。我慢の展開が続く。飛龍は＃７坂本、＃10楊のリバウンドシュート。神戸科学技術は＃６浦のドライ
ブインやミドルシュートなど個人技で繋ぐ。第４Ｐ、神戸科学技術は相手のミスをつき、ガード陣の速い攻めで
抜け出す。飛龍はたまらずタイムアウト。再度、1－3－1ゾーンプレスに出る。追い上げをみせる飛龍だが、勝
負どころのフリースローが決まらない。一方、神戸科学技術は、＃５黒川、＃７宮下が落ち着いてフリースロー
を決め、58対65で接戦をものにした。
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